
(57)【要約】

【課題】　中間部に接床型の脚体を設けることなく、左

右方向に長い１枚または複数枚の連続させた天板を、中

間部が撓むことなく、強固に安定して支持することがで

きるようにしたデスク装置を提供する。

【解決手段】　左右に離間して配置された脚体１、１と

、左右方向を向いて、これらの脚体１、１の上部同士を

連結する連結手段２と、これら脚体１、１と連結手段２

の各上面によって支持される天板３とからなるデスク装

置において、連結手段２を、前後方向に延びる天板支持

アーム２１を上端部に有する中間連結部材９を介して互

いに接続した左右方向を向く複数の連結材８、８により

構成する。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 左 右 に 離 間 し て 配 置 さ れ た 脚 体 と 、 左 右 方 向 を 向 い て 、 こ れ ら の 脚 体 の 上 部 同 士 を 連 結
す る 連 結 手 段 と 、 こ れ ら 脚 体 と 連 結 手 段 の 各 上 面 に よ っ て 支 持 さ れ る 天 板 と か ら な る デ ス
ク 装 置 に お い て 、
　 前 記 連 結 手 段 を 、 前 後 方 向 に 延 び る 天 板 支 持 ア ー ム を 上 端 部 に 有 す る 中 間 連 結 部 材 を 介
し て 互 い に 接 続 し た 左 右 方 向 を 向 く 複 数 の 連 結 材 に よ り 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る デ ス ク
装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 各 連 結 材 が 、 側 面 視 矩 形 の 各 頂 点 に 位 置 す る よ う に 配 置 し た 左 右 方 向 を 向 く ４ 本 の ビ ー
ム と 、 こ れ ら ４ 本 の ビ ー ム の 各 端 面 が 各 隅 部 に 固 着 さ れ た ほ ぼ 矩 形 の 端 板 と を 備 え る も の
と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の デ ス ク 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 連 結 材 の ４ 本 の ビ ー ム の う ち 、 上 下 方 向 に お い て 隣 合 う ビ ー ム 同 士 と 、 下 段 の 前 後 方 向
に お い て 隣 合 う ビ ー ム 同 士 と を 、 補 強 材 に よ っ て ト ラ ス 構 造 と し て 結 合 た こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ２ 記 載 の デ ス ク 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 連 結 材 を 、 側 面 視 倒 立 二 等 辺 三 角 形 の 各 頂 点 に 位 置 す る よ う に 配 置 し た 左 右 方 向 を 向 く
３ 本 の ビ ー ム と 、 こ れ ら ３ 本 の ビ ー ム の 各 端 面 が 各 隅 部 に 固 着 さ れ た ほ ぼ 倒 立 二 等 辺 三 角
形 の 端 板 と 、 下 部 中 央 の ビ ー ム と 上 部 両 側 の ビ ー ム と を ト ラ ス 構 造 と し て 結 合 す る 補 強 材
と か ら な る も の と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の デ ス ク 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 連 結 材 を 、 左 右 方 向 を 向 く 前 後 ２ 枚 の 横 長 の 垂 直 板 と 、 こ れ ら ２ 枚 の 垂 直 板 の 両 側 端 面
に 固 着 さ れ る 端 板 と 、 こ れ ら 垂 直 板 の 下 端 部 同 士 を ト ラ ス 構 造 と し て 結 合 す る 補 強 材 と か
ら な る も の と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の デ ス ク 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 天 板 支 持 ア ー ム の 上 面 に 、 左 右 に 対 を な す 複 数 対 の 係 合 孔 を 前 後 方 向 に 並 べ て 設 け 、 か
つ 連 結 材 の う ち の 上 段 の ビ ー ム ま た は 垂 直 板 の 上 部 に お け る 中 間 連 結 部 材 側 の 端 部 に 、 端
板 を 超 え て 突 出 し 、 前 記 係 合 孔 に 係 合 し う る 爪 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ～ ５ の
い ず れ か に 記 載 の デ ス ク 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 中 間 連 結 部 材 と 端 板 の 双 方 に 、 互 い に 連 通 す る 配 線 挿 通 口 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ２ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の デ ス ク 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 中 間 連 結 部 材 に そ れ ぞ れ 連 結 さ れ た 連 結 材 の 端 部 同 士 を 、 中 間 連 結 部 材 を 跨 い で 左 右 に
延 び る 連 結 プ レ ー ト を も っ て 互 い に 連 結 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か に
記 載 の デ ス ク 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 左 右 方 向 に 長 い 天 板 を 有 す る デ ス ク 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 接 客 用 カ ウ ン タ ー や 会 議 用 テ ー ブ ル な ど の よ う に 、 左 右 方 向 に 長 く か つ 前 後 幅 の 広 い 天
板 を 支 持 し て な る 従 来 の デ ス ク 装 置 と し て は 、 左 右 １ 対 の 端 部 脚 の 間 に 中 間 脚 を 配 設 し て
、 そ れ ら の 間 を 横 長 中 空 枠 状 の 連 結 枠 ま た は 上 面 が 開 口 す る 箱 状 の ケ ー ブ ル ダ ク ト 体 等 を
も っ て 連 結 し 、 そ れ ら の 上 に 横 長 か つ 幅 広 の １ 枚 ま た は 複 数 枚 の 天 板 を 左 右 方 向 に 並 べ て
支 持 す る よ う に し た も の が あ る 。 （ 例 え ば 特 許 文 献 １ お よ び ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 中 間 脚 を 設 け な い で 、 自 立 型 の ケ ー ブ ル ダ ク ト 体 等 を 左 右 方 向 に 結 合 し た も の で
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、 左 右 １ 対 の 端 部 脚 同 士 を 連 結 し 、 そ れ ら の 上 に 天 板 を 載 置 す る よ う に し た も の や （ 例 え
ば 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 、 同 じ く 中 間 脚 を 設 け な い で 、 上 向 き コ 字 状 断 面 の 複 数 の は り 部 材 （
ケ ー ブ ル ダ ク ト 体 と 同 様 ） の 端 面 同 士 を 突 き 合 わ せ て 互 い に 結 合 し た も の に よ り 、 左 右 １
対 の 端 部 脚 同 士 を 連 結 し 、 そ れ ら の 上 に 天 板 を 載 置 す る よ う に し た も の （ 例 え ば 特 許 文 献
４ 参 照 ） 等 も あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 公 平 ６ － ４ １ ４ ６ ０ 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ １ － ９ ３ ４ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 許 第 ３ ３ ５ ４ ８ １ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 昭 ６ ２ － ８ ２ ９ ０ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 上 記 特 許 文 献 １ お よ び ２ の も の に お い て は 、 着 座 者 が 天 板 の 前 後 の 縁 に 沿 っ て
左 右 方 向 に 移 動 す る 際 に 、 中 間 脚 が 妨 げ と な っ た り 、 中 間 脚 に よ っ て 着 座 者 の 足 先 の 移 動
が 制 限 さ れ た り す る 。
　 ま た 、 上 記 特 許 文 献 ３ の も の に お い て は 、 自 立 型 の ケ ー ブ ル ダ ク ト 体 の 接 床 部 分 に よ っ
て 、 着 座 者 の 足 先 の 移 動 が 制 限 さ れ る 。
　 さ ら に 、 上 記 特 許 文 献 ４ の も の に お い て は 、 は り 部 材 に お け る 上 向 き コ 字 状 の 端 面 同 士
を 突 き 合 わ せ て 結 合 し た だ け で あ る の で 、 こ の 結 合 部 分 の 結 合 強 度 を 十 分 な も の と す る の
が 困 難 で あ る 。
　 し か も 、 こ の 結 合 部 分 が 天 板 の 左 右 方 向 の ほ ぼ 中 央 に 位 置 す る と き は 、 そ こ に 天 板 お よ
び は り 部 材 自 体 の 曲 げ 応 力 が 集 中 す る と と も に 、 天 板 の 前 後 方 向 の 幅 が 大 き い と き は 、 天
板 の 前 後 の 縁 の 中 央 部 分 が 垂 れ 下 が る 傾 向 が 強 く な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 の 技 術 が 有 す る 上 記 の よ う な 問 題 点 に 鑑 み 、 中 間 部 に 接 床 型 の 脚 体 を 設
け る こ と な く 、 左 右 方 向 に 長 い １ 枚 ま た は 複 数 枚 の 連 続 さ せ た 天 板 を 、 中 間 部 が 撓 む こ と
な く 、 強 固 に 安 定 し て 支 持 す る こ と が で き る よ う に し た デ ス ク 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的
と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 上 記 課 題 は 、 次 の よ う に し て 解 決 さ れ る 。
(１ )　 左 右 に 離 間 し て 配 置 さ れ た 脚 体 と 、 左 右 方 向 を 向 い て 、 こ れ ら の 脚 体 の 上 部 同 士 を
連 結 す る 連 結 手 段 と 、 こ れ ら 脚 体 と 連 結 手 段 の 各 上 面 に よ っ て 支 持 さ れ る 天 板 と か ら な る
デ ス ク 装 置 に お い て 、 前 記 連 結 手 段 を 、 前 後 方 向 に 延 び る 天 板 支 持 ア ー ム を 上 端 部 に 有 す
る 中 間 連 結 部 材 を 介 し て 互 い に 接 続 し た 左 右 方 向 を 向 く 複 数 の 連 結 材 に よ り 構 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
(２ )　 上 記 (１ )項 に お い て 、 連 結 材 が 、 側 面 視 矩 形 の 各 頂 点 に 位 置 す る よ う に 配 置 し た 左
右 方 向 を 向 く ４ 本 の ビ ー ム と 、 こ れ ら ４ 本 の ビ ー ム の 各 端 面 が 各 隅 部 に 固 着 さ れ た ほ ぼ 矩
形 の 端 板 と を 備 え る も の と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
(３ )　 上 記 (２ )項 に お い て 、 連 結 材 の ４ 本 の ビ ー ム の う ち 、 上 下 方 向 に お い て 隣 合 う ビ ー
ム 同 士 と 、 下 段 の 前 後 方 向 に お い て 隣 合 う ビ ー ム 同 士 と を 、 補 強 材 に よ っ て ト ラ ス 構 造 と
し て 結 合 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
(４ )　 上 記 (１ )項 に お い て 、 連 結 材 を 、 側 面 視 倒 立 二 等 辺 三 角 形 の 各 頂 点 に 位 置 す る よ う
に 配 置 し た 左 右 方 向 を 向 く ３ 本 の ビ ー ム と 、 こ れ ら ３ 本 の ビ ー ム の 各 端 面 が 各 隅 部 に 固 着
さ れ た ほ ぼ 倒 立 二 等 辺 三 角 形 の 端 板 と 、 下 部 中 央 の ビ ー ム と 上 部 両 側 の ビ ー ム と を ト ラ ス
構 造 と し て 結 合 す る 補 強 材 と か ら な る も の と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
(５ )　 上 記 (１ )項 に お い て 、 連 結 材 を 、 左 右 方 向 を 向 く 前 後 ２ 枚 の 横 長 の 垂 直 板 と 、 こ れ
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ら ２ 枚 の 垂 直 板 の 両 側 端 面 に 固 着 さ れ る 端 板 と 、 こ れ ら 垂 直 板 の 下 端 部 同 士 を ト ラ ス 構 造
と し て 結 合 す る 補 強 材 と か ら な る も の と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
(６ )　 上 記 (２ )～ (５ )項 の い ず れ か に お い て 、 天 板 支 持 ア ー ム の 上 面 に 、 左 右 に 対 を な す
複 数 対 の 係 合 孔 を 前 後 方 向 に 並 べ て 設 け 、 か つ 連 結 材 の う ち の 上 段 の ビ ー ム ま た は 垂 直 板
の 上 部 に お け る 中 間 連 結 部 材 側 の 端 部 に 、 端 板 を 超 え て 突 出 し 、 前 記 係 合 孔 に 係 合 し う る
爪 を 設 け る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
(７ )　 上 記 (２ )～ (６ )項 の い ず れ か に お い て 、 中 間 連 結 部 材 と 端 板 の 双 方 に 、 互 い に 連 通
す る 配 線 挿 通 口 を 設 け る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
(８ )　 上 記 (２ )～ (７ )項 の い ず れ か に お い て 、 中 間 連 結 部 材 に そ れ ぞ れ 連 結 さ れ た 連 結 材
の 端 部 同 士 を 、 中 間 連 結 部 材 を 跨 い で 左 右 に 延 び る 連 結 プ レ ー ト を も っ て 互 い に 連 結 す る
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
(１ )　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に よ る と 、 中 間 部 に 接 床 型 の 脚 体 を 設 け る こ と な く 、 左 右 方 向
に 長 い １ 枚 ま た は 複 数 枚 を 連 続 さ せ た 天 板 を 、 中 間 部 が 撓 む こ と な く 、 強 固 に 安 定 し て 支
持 す る こ と が で き る 。
　 し た が っ て 、 天 板 の 中 間 部 の 下 方 を 広 く 開 放 す る こ と が で き る の で 、 着 座 者 の 足 の 動 き
を 妨 げ た り 、 配 線 の 横 送 り が で き な く な っ た り す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 前 後 に 延 び る 天 板 支 持 ア ー ム が 一 体 と な っ た 中 間 連 結 部 材 を 用 い て 各 連 結 材 を 連
結 す る た め 、 連 結 材 の 連 結 と 天 板 支 持 ア ー ム の 取 付 け を 同 時 に 行 う こ と が で き 、 組 立 て に
係 る 作 業 を 少 な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
(２ )　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に よ る と 、 連 結 材 を ４ 本 の ビ ー ム に よ っ て 構 成 す る た め 、 軽 量
化 を 図 り 、 撓 み 量 を 抑 え つ つ 、 天 板 の 支 持 強 度 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
(３ )　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 に よ る と 、 連 結 材 を 構 成 す る ４ 本 の ビ ー ム の う ち 、 上 下 方 向 と
下 段 の 前 後 方 向 で 隣 合 う ビ ー ム 同 士 を 、 補 強 材 に よ っ て ト ラ ス 構 造 と し て 連 結 し た た め 、
連 結 材 の 強 度 が 増 す 。
　 ま た 、 こ の 連 結 材 を 配 線 受 け と し て も 用 い る こ と が で き る と と も に 、 所 望 の 位 置 で 配 線
を 上 下 お よ び 側 方 に 引 き 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
(４ )　 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 に よ る と 、 連 結 材 を 構 成 す る ビ ー ム を 、 請 求 項 ２ 記 載 の ４ 本 か
ら ３ 本 に 減 ら し 、 か つ 連 結 材 の 量 も 減 ら す こ と が で き る た め 、 製 造 コ ス ト を 節 減 す る こ と
が で き 、 か つ 配 線 受 け の 機 能 も 保 つ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
(５ )　 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 に よ る と 、 連 結 材 を ２ 枚 の 垂 直 板 と 補 強 材 と に よ り 構 成 し た た
め 、 請 求 項 ２ ま た は 請 求 項 ６ の ビ ー ム を 用 い る 場 合 よ り も 、 構 造 を 簡 素 化 す る こ と が で き
る と と も に 、 十 分 な 強 度 を 保 つ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
(６ )　 請 求 項 ６ 記 載 の 発 明 に よ る と 、 連 結 材 の 中 間 連 結 部 材 側 の 端 部 か ら 突 出 し た 爪 を 、
中 間 連 結 部 材 の 係 合 孔 に 係 合 さ せ る こ と に よ り 、 連 結 材 と 中 間 連 結 部 材 と の 連 結 を 強 固 に
、 ま た そ の た め の 位 置 合 わ せ を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
(７ )　 請 求 項 ７ 記 載 の 発 明 に よ る と 、 １ つ の 連 結 材 か ら 、 配 線 挿 通 口 を 介 し て 、 中 間 連 結
部 材 を 経 て 他 の 連 結 材 へ と 配 線 を 通 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
(８ )　 請 求 項 ８ 記 載 の 発 明 に よ る と 、 連 結 プ レ ー ト を 用 い て 、 中 間 連 結 部 材 を 跨 い で 両 連
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結 材 を 連 結 し た の で 、 連 結 材 同 士 の 連 結 強 度 を 増 大 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ ～ 図 ３ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る デ ス ク 装 置 を 示 す 。 こ の デ ス ク 装 置 は 、 左 右
１ 対 の 脚 体 (１ )(１ )と 、 こ れ ら 脚 体 (１ )(１ )の 上 端 部 中 央 に 両 端 が 固 着 さ れ て い る 天 板 支
持 用 の 連 結 手 段 (２ )と 、 脚 体 (１ )(１ )と 連 結 手 段 (２ )の 上 端 面 に 載 置 支 持 さ れ る 同 形 の ４
枚 の 天 板 (３ )と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ２ と 図 ３ に 示 す よ う に 、 各 脚 体 (１ )は 、 前 後 ２ 本 の 脚 杆 (４ )(４ )を 、 前 後 方 向 を 向 く
上 下 ２ 段 の 連 結 杆 (５ )(５ )を も っ て 連 結 し 、 さ ら に こ れ ら 連 結 杆 (５ )(５ )の 外 側 面 に 側 面
板 (６ )を 貼 着 し た も の よ り な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ と 図 ２ に 示 す よ う に 、 左 右 方 向 に 長 い 長 方 形 の ４ 枚 の 天 板 (３ )は 、 左 右 方 向 に お い
て は 、 隙 間 な く 並 設 さ れ て い る が 、 前 後 方 向 に お い て は 、 天 板 (３ )上 に 配 置 さ れ る 電 気 機
器 の た め の 配 線 を 収 容 し う る よ う に 、 中 央 部 に 一 定 の 隙 間 を 開 け て 並 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 連 結 手 段 (２ )は 、 左 右 方 向 を 向 く 左 右 １ 対 の 連 結 材 (７ )(７ )と 、 そ の 前 後 に 平 行 を な し
て 離 間 す る よ う に 配 設 さ れ た ２ 対 の 補 助 連 結 材 (８ )(８ )と を 、 中 間 部 で 中 間 連 結 部 材 (９ )
に よ っ て 互 い に 連 結 し た も の よ り な っ て い る 。 図 ４ は 、 こ の 中 間 連 結 部 材 (９ )と 連 結 材 (
７ )(７ )と の 連 結 部 に 相 当 す る 図 ３ の Ｐ 部 を 拡 大 し た 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ ～ 図 ４ に 示 す よ う に 、 各 連 結 材 (７ )は 、 側 面 視 ほ ぼ 矩 形 を な す 左 右 に 離 間 し た １ 対
の 端 板 (10)に お け る 対 向 す る ４ 隅 部 同 士 を 、 左 右 方 向 を 向 く ４ 本 の 角 管 状 の ビ ー ム (11)を
も っ て そ れ ぞ れ 連 結 し た も の よ り な っ て い る 。 連 結 手 段 (２ )の 両 端 部 に お け る 端 板 (10)(1
0)は 、 脚 体 (１ )に お け る 上 段 の 連 結 杆 (５ )の 内 側 面 中 央 部 に 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 角 管 状 を な す 前 後 の 補 助 連 結 材 (８ )(８ )の 外 端 部 は 、 脚 体 (１ )に お け る 上 段 の 連 結 杆 (
５ )の 内 側 面 前 後 部 に 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 下 に 並 ぶ ２ 本 の ビ ー ム (11)同 士 、 お よ び 下 段 の 前 後 ２ 本 の ビ ー ム (11)同 士 は 、 短 い 棒
状 の 補 強 材 (12)に よ っ て ト ラ ス 構 造 と し て 互 い に 結 合 さ れ て い る た め 、 各 連 結 材 (７ )は 、
軽 量 で あ り な が ら 大 き な 強 度 を 保 つ こ と が で き る と と も に 、 自 重 に よ る 撓 み を 防 止 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 段 の ２ 個 の ビ ー ム (11)(11)同 士 を 補 強 材 (12)に よ っ て 結 合 し て い な い の は 、 連 結 材 (
７ )を 配 線 受 け と し て も 機 能 さ せ 、 所 望 の 箇 所 で 配 線 を 上 方 に 引 き 出 せ る よ う に す る た め
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ３ と 図 ４ に 示 す よ う に 、 中 間 連 結 部 材 (９ )と 、 こ れ に 当 接 す る 端 板 (10)(10)の 中 央 部
に は 、 そ れ ぞ れ 方 形 の 配 線 挿 通 口 (13)が 設 け ら れ て い る た め 、 複 数 の 連 結 材 (７ )(７ )に わ
た っ て 配 線 （ 図 示 せ ず ） を 通 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 連 結 材 (７ )(７ )の 内 方 の 端 板 (10)(10)は 、 そ の 前 後 お よ び 上 下 に 穿 設 し た 複 数 の ね じ 挿
通 孔 (14)に 挿 通 し た ね じ (15)を 、 対 向 す る 中 間 連 結 部 材 (９ )の 側 面 に 設 け た ね じ 孔 (16)に
螺 合 さ せ る こ と に よ り 、 中 間 連 結 部 材 (９ )の 両 側 面 に 強 固 に 締 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 連 結 材 (７ )(７ )の 内 方 の 端 部 同 士 は 、 前 面 側 と 後 面 側 に お い て 、 連 結 プ レ ー ト (1
7)(17)に よ っ て も 互 い に 連 結 さ れ て い る 。 連 結 プ レ ー ト (17)は 、 正 面 視 上 向 き コ 字 状 を な
し 、 そ の 上 下 の 端 部 に は 、 前 後 方 向 の 内 側 に 折 曲 さ れ た 係 合 片 (17a)が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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　 組 立 時 に は 、 前 後 の 連 結 プ レ ー ト (17)(17)を 、 中 間 連 結 部 材 (９ )を 跨 ぐ よ う に し て 、 左
右 の 連 結 材 (７ )(７ )の 前 後 の 側 面 に 、 上 下 の 係 合 片 (17a)(17a)が 上 方 の ビ ー ム (11)の 上 面
お よ び 下 方 の ビ ー ム (11)の 下 面 に そ れ ぞ れ 係 合 す る よ う に し て 当 接 す る 。 つ い で 、 ね じ (1
8)を 、 連 結 プ レ ー ト (17)に 穿 設 し た ね じ 挿 通 孔 (19)を 挿 通 さ せ て 、 各 ビ ー ム (11)の 前 後 面
に 設 け た ね じ 孔 (20)に 螺 合 す る こ と に よ り 、 左 右 の 連 結 材 (７ )(７ )同 士 を 強 固 に 結 合 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 中 間 連 結 部 材 (９ )の 上 端 部 か ら は 、 前 後 方 向 に 天 板 支 持 ア ー ム (21)が 延 出 し て い る 。 天
板 支 持 ア ー ム (21)は 、 連 結 手 段 (２ )の 中 央 部 に お い て 、 左 右 の 天 板 (３ )(３ )の 対 向 端 部 の
下 面 を 支 持 す る た め 、 左 右 に 並 設 さ れ た 天 板 (３ )(３ )が 、 継 ぎ 目 の 部 分 で 、 高 さ が ず れ る
の を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 天 板 支 持 ア ー ム (21)の 上 面 に は 、 左 右 １ 対 を な す 係 合 孔 (22)が 前 後 方 向 に 複 数 対 （ こ の
例 で は ６ 対 ） 列 設 さ れ て い る 。 一 方 、 連 結 材 (７ )の 上 段 の ビ ー ム (11)(11)の 内 方 端 部 上 面
に は 、 端 板 (10)を 越 え て 内 方 に 突 出 す る 爪 (23)が 取 付 け て あ り 、 こ の 爪 (23)を 中 央 の ２ 対
の 係 合 孔 (22)の 近 接 す る 方 に 係 合 さ せ る こ と に よ り 、 中 間 連 結 部 材 (９ )と 連 結 材 (７ )と の
位 置 合 わ せ を 容 易 に 行 う こ と が で き る た め 、 両 者 の 螺 着 に 係 る 作 業 性 を 向 上 す る こ と が で
き る 。 ま た 、 図 ２ と 図 ３ に 示 す 補 助 連 結 材 (８ )に つ い て も 、 同 様 の 爪 を 設 け る こ と に よ り
、 中 央 の ２ 対 の 係 合 孔 (22)(22)の 外 側 に 配 設 さ れ た 係 合 孔 (22)を 利 用 し て 、 容 易 に 組 立 て
作 業 を 行 う こ と が で き る 。 中 央 の ２ 対 の 係 合 孔 (22)の 前 後 に 、 そ れ ぞ れ ２ 本 ず つ の 係 合 孔
(22)を 設 け た の は 、 連 結 材 (７ )の 前 後 に 、 そ れ ぞ れ ２ 対 ず つ の 補 助 連 結 材 (８ )（ こ の 例 で
は １ 本 ず つ と し て あ る ） を 配 設 で き る よ う に す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 中 間 連 結 部 材 (９ )を ２ 個 以 上 用 い て 、 ３ 個 以 上 の 連 結 材 (７ )を 連 結 し
て 、 さ ら に 長 尺 の 連 結 手 段 (２ )を 構 成 し て 、 よ り 左 右 方 向 に 長 い 天 板 ま た は 天 板 の 組 合 せ
を 支 持 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 で 用 い ら れ る 連 結 材 (31)の 斜 視 図 で あ る 。 前 実 施 形 態
と 同 様 の 要 素 に は 、 同 一 の 符 号 を 付 し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 連 結 材 (31)は 、 側 面 視 ほ ぼ 倒 立 二 等 辺 三 角 形 の 互 い に 離 間 し た １ 対 の 端 板 (32)(32)と 、
こ の 端 板 (32)(32)の 対 向 す る 各 隅 部 に そ れ ぞ れ 固 着 さ れ て 左 右 方 向 に 延 び る ３ 本 の ビ ー ム
(33)と を 備 え て い る 。 ま た 、 下 部 中 央 の ビ ー ム (33)と 上 部 両 側 の ビ ー ム (33)と は 、 前 実 施
例 と 同 様 の 補 強 材 (12)に よ っ て ト ラ ス 状 構 造 と し て 互 い に 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 実 施 形 態 よ り ビ ー ム を １ 本 節 約 し て コ ス ト 削 減 を 図 る こ と が
で き る 。 ま た 、 こ の 実 施 形 態 に お い て も 、 前 実 施 形 態 と 同 様 、 連 結 材 (31)は 、 配 線 受 け と
し て も 機 能 し う る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ６ と 図 ７ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 で 用 い ら れ る 連 結 手 段 (41)の そ れ ぞ れ 正 立 さ せ
た と き と 上 下 反 転 さ せ た と き と の 斜 め 上 方 か ら 視 た 斜 視 図 で あ る 。 す で に 述 べ た 実 施 形 態
と 同 様 の 要 素 に は 、 同 一 の 符 号 を 付 し て あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の 実 施 形 態 に お い て は 、 連 結 材 (42)は 、 側 面 視 方 形 の 互 い に 離 間 し た ２ 個 の 端 板 (43)
(43)と 、 各 端 板 (43)の 前 縁 同 士 と 後 縁 同 士 を そ れ ぞ れ 連 結 す る 左 右 方 向 に 長 い 方 形 の 垂 直
板 (44)(44)と を 備 え て い る 。 垂 直 板 (44)(44)の 下 縁 同 士 は 、 補 強 材 (12)に よ っ て ト ラ ス 状
構 造 に 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の 実 施 形 態 に お い て は 、 ビ ー ム の 代 わ り に 垂 直 板 (44)を 用 い る こ と に よ り 、 連 結 材 (4
2)の 強 度 を 、 す で に 述 べ た 実 施 形 態 の も の よ り も 大 き く す る こ と が で き る 。 こ の 実 施 形 態
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に お い て も 、 連 結 材 (42)は 、 配 線 受 け の 機 能 も 果 た す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 な お 、 上 述 の い ず れ の 実 施 形 態 に お い て も 、 天 板 (３ )を 、 前 後 左 右 に ２ 個 ず つ 配 設 し て
い る が 、 左 右 方 向 に 長 い １ 枚 の 天 板 の み を 上 記 と 同 様 の 構 成 を も っ て 支 持 す る よ う に し て
も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 天 板 を 透 視 し た 図 １ と 同 様 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す デ ス ク 装 置 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の Ｐ 部 の 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 で 用 い ら れ る 連 結 材 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 で 用 い ら れ る 連 結 手 段 を 斜 め 上 方 か ら 視 た 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ７ 】 図 ６ の 連 結 手 段 を 、 上 下 反 転 さ せ て 斜 め 上 方 か ら 視 た 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
(１ )脚 体
(２ )連 結 手 段
(３ )天 板
(４ )脚 杆
(５ )連 結 杆
(６ )側 面 板
(７ )連 結 材
(８ )補 助 連 結 材
(９ )中 間 連 結 部 材
(10)端 板
(11)ビ ー ム
(12)補 強 材
(13)配 線 挿 通 口
(14)ね じ 挿 通 孔
(15)ね じ
(16)ね じ 孔
(17)連 結 プ レ ー ト
(17a)係 合 片
(18)ね じ
(19)ね じ 挿 通 孔
(20)ね じ 孔
(21)天 板 支 持 ア ー ム
(22)係 合 孔
(23)爪
(31)連 結 材
(32)端 板
(33)ビ ー ム
(41)連 結 手 段
(42)連 結 材
(43)端 板
(44)垂 直 板
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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